
②農振農用地以外の農用地の交付対象の可否 ③農振農用地以外で交付対象としている農用地

④農振農用地以外を交付対象としたことによる効果

資料：平成28年度市町村実態調査より作成

＜図表－37 事業の仕組み＞

Ⅴ 事業の仕組みの検証 － １ 対象農用地・対象組織

資料：平成28年度市町村実態調査より作成

資料：平成28年度市町村実態調査より作成

農振農用地以外の農用地も対象
４２都道府県

農振農用地のみ対象
５県
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媛、愛媛、高知、福岡、長崎、熊本、大分、宮
崎、宮崎、鹿児島、沖縄

栃木、千葉、山梨、石川、佐賀

①農地維持支払における算定対象農用地

⑤農地維持支払に係る農業者のみの活動組織
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Ⅴ 事業の仕組みの検証 － ３ 支援水準

＜図表－38 支援水準＞

＜図表－39 支援体制＞

○ 本制度については、国、地方公共団体が綿密な連携をとりつつ推進しているが、地域の多様な体制を反映し、そ
れぞれの地域が主体性・創造性を発揮しつつ実施するため、本制度を実施する地域において、都道府県、市町村、
関係団体等多様な主体からなる推進組織を設置している。

申
請
・
報
告

国（農政局）

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

推
進
交
付
金

指
導
・
助
言

指
導
・
助
言

指
導
・
助
言

申
請
・
報
告

申
請
・
報
告

推
進
交
付
金

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

多
面
的
機
能

支
払
交
付
金

実施状況確認・書類審査等の補助

推進組織
事
業
計
画
の

申
請
・
認
定

都道府県
基本方針等の策定 等

市町村
事業計画の認定、確認事務 等

活動組織
農地維持活動及び資源向上活動の実施

指導・助言・説明会開催等

Ⅴ 事業の仕組みの検証 － ４ 支援体制

活動時間の実績

＞

ア．府県の田

６．４ ｈｒ／１０ａ ４．７ ｈｒ／１０ａ
農家等の活動時間 単価設定時の基準活動時間

イ．都県の畑

３．５ ｈｒ／１０ａ ３．０ ｈｒ／１０ａ
農家等の活動時間 単価設定時の基準活動時間＞
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＜図表－40 国民への啓発＞

Ⅴ 事業の仕組みの検証 － ５ 国民への啓発

①パンフレット ②メールマガジン
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＜図表－41 制度に対する提案＞

Ⅵ 取組推進の課題と今後の展開 － ２ 制度に対する提案

＜図表－42 新たな土地改良長期計画＞

資料：平成28年度都道府県中間評価より作成

Ⅵ 取組推進の課題と今後の展開 － ３ 今後の展開
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）

・
自
然
環
境
の
保
全
が
図
ら
れ
た
（
H
2
8
市
町
村
実
態
調
査
）

・
農
村
環
境
の
保
全
の
た
め
の
活
動
項
目
別
の
取
組
組
織
数
(実

績
報
告
書
)

・
活

動
を
通

じ
て
、
生

息
す

る
在

来
生

物
の

種
類

や
生

息
数

が
増

え
た
り
、
外

来
生

物
の

生
息

範
囲

や
生

息
数

が
減

る
な
ど
、
生

態
系

保
全

の
効

果
が

出
て
き
た
と

思
う
か

(H
2
7
ア
ン
ケ
ー

ト
）

・
環

境
保

全
型

農
業

に
取

り
組

む
経

営
体

割
合

（
セ
ン
サ

ス
デ

ー
タ
等

傾
向

ス
コ
ア

マ
ッ
チ
ン
グ
）

・
活

動
を
通

じ
て
子

ど
も
が

農
業

や
農

業
用

施
設

、
地

域
の

農
産

物
な
ど
に
関

心
を
持

つ
よ
う
に
な
る
な
ど
、
農

業
教

育
の

効
果

が
出

て
き
た
と
思

う
か

（
H
2
7
ア
ン

ケ
ー
ト
）

・
寄

り
合

い
で
環

境
美

化
・
自

然
環

境
の

保
全

を
議

題
と
し
た
集

落
の

割
合

（
セ
ン

サ
ス
デ

ー
タ
等

傾
向

ス
コ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
）

・
農
村
環
境
保
全
活
動
に
対
す
る
関
心
や
理
解
、
協
力
意
識
が
向
上
（
都
道
府
県
中

間
評
価
）

・
活
動
を
通
じ
て
、
参
加
者
は
生
態
系
保
全
に
対
す
る
関
心
や
理
解
、
取
組
の
協
力

意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
か
、
水
質
保
全
に
関
す
る
関
心
や
理
解
、
取
組
の
協

力
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
う
か
、
活
動
組
織
設
立
後
、
生
態
系
の
保
全
の
取
組

が
新
た
に
始
ま
っ
た
り
、
盛
ん
に
な
っ
た
り
し
た
（
H
2
7
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
自
然
環
境
の
保
全
が
図
ら
れ
た
（
H
2
8
市
町
村
実
態
調
査
）

・
農
村
環
境
の
保
全
の
た
め
の
活
動
項
目
別
の
取
組
組
織
数
(実

績
報
告
書
)

・
活

動
を
通

じ
て
、
水

の
濁

り
や

異
臭

が
減

少
す

る
等

、
水

質
保

全
の

効
果

が
出

て
き
た
と
思

う
か

（
H
2
7
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
農
村
環
境
の
保
全
の
た
め
の
活
動
項
目
別
の
取
組
組
織
数
(実

績
報
告
書
)

・
農
村
環
境
の
保
全
の
た
め
の
活
動
項
目
別
の
取
組
組
織
数
(実

績
報
告
書
)

・
地

域
の

景
観

が
保

全
・
向

上
（
都

道
府

県
中

間
評

価
）

・
活
動
を
通
じ
て
景
観
形
成
の
た
め
の
植
栽
面
積
が
増
え
た
り
、
雑
草
の
繁
茂
や
不

法
投
棄
が
減
っ
た
り
す
る
等
の
効
果
が
出
て
き
た
と
思
う
か
（
H
2
7
ア
ン
ケ
ー
ト
)

・
交

流
人

口
の

増
加

・
観

光
の

促
進

が
図

ら
れ

た
（
H
2
8
市

町
村

実
態

調
査

）

・
農
村
環
境
の
保
全
の
た
め
の
活
動
項
目
別
の
取
組
組
織
数
(実

績
報
告
書
)

・
伝

統
的

な
農

業
の

技
術

や
行

事
、
伝

統
文

化
の

継
承

・
復

活
（
都

道
府

県
中

間
評

価
）

・
交
付
金
が
な
く
な
る
と
伝
統
的
な
農
業
技
術
や
農
業
に
由
来
す
る
行
事
、
伝
統
文
化

が
継
承
さ
れ
に
く
く
な
る
（
H
2
7
ア
ン
ケ
ー
ト
）

・
憩

い
や

安
ら
ぎ
の

場
の

提
供

が
図

ら
れ

た
（
H
2
8
市

町
村

実
態

調
査

）

・
多
面
的
機
能
の
増
進
を
図
る
活
動
項
目
別
の
取
組
組
織
数
(実

績
報
告
書
)

・
寄

り
合

い
の

開
催

回
数

、
活

性
化

の
た
め

の
活

動
状

況
、
寄

り
合

い
で
農

業
集

落
行

事
の

計
画

・
推

進
を
議

題
と
し
た
集

落
の

割
合

（
セ
ン
サ

ス
デ

ー
タ
等

傾
向

ス
コ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
）

・
地
域
ぐ
る
み
の
関
わ
り
が
増
え
て
地
域
活
性
が
高
ま
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
・
強
化
、
集
落
の
枠
を
超
え
た
話
し
合
い
や
活
動
等
が
増
え
、
集
落
間
の
交
流
が

活
性
化
（
都
道
府
県
中
間
評
価
）

・
交
付
金
が
な
く
な
る
と
地
域
ぐ
る
み
の
活
動
の
機
会
が
減
少
し
、
地
域
の
活
性
化
が

低
下
す
る
、
交
付
金
が
な
く
な
る
と
地
域
の
ま
と
ま
り
や
つ
な
が
り
が
弱
く
な
る
（
H
2
7
ア

ン
ケ
ー
ト
）

・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
・
発
展
に
対
す
る
意
識
の
向
上
、
伝
統
農
法
・
文
化
の
復

活
や
継
承
を
通
じ
た
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
（
自
己
評
価
試
行
）

・
活
動
を
通
じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
向
上
が
図
ら
れ
た
（
H
2
8
市
町
村
実
態
調
査
）

・
農
村
環
境
の
保
全
の
た
め
の
活
動
項
目
別
の
取
組
組
織
数
(実

績
報
告
書
)

・
農
村
環
境
の
保
全
の
た
め
の
活
動
項
目
別
の
取
組
組
織
数
(実

績
報
告
書
)

・
病

害
虫

の
発

生
や

ゴ
ミ
の

不
法

投
棄

等
の

抑
制

（
都

道
府

県
中

間
評

価
）

・
交
付
金
が
な
く
な
る
と
雑
草
の
繁
茂
や
不
法
投
棄
等
に
よ
り
、
地
域
の
景
観
等
が
悪

く
な
る
、
遊
休
農
地
の
解
消
や
農
地
周
り
の
保
全
管
理
、
清
掃
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、

ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
や
粗
大
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
抑
制
さ
れ
て
い
る
と
思
う
か
（
H
2
7
ア
ン

ケ
ー
ト
）

施
設
周
辺
の
定
期
的
な
巡
回
点
検
・
清
掃

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
の
防
止

農
業
に
由
来
す
る
行
事
の
継
承

活
動
を
通
じ
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機

能
の

向
上

農
村
地
域
の
活
性
化

農
村
の
振
興

有
機
性
物
質
の
た
い
肥
化
等

資
源
循
環
の
た
め
の
活
動

地
域
内
の
有
機
性
廃
棄
物
の
減
量

景
観
植
物
の
植
栽
活
動
、

親
水
空
間
の
維
持
管
理

良
好
な
景
観
の
形
成

交
流
人
口
の
増
加
・
観
光
の
促
進

は
さ
掛
け
等
の
伝
統
農
法
、

棚
田
等
の
石
垣
法
面
の
草
刈

農
村
特
有
の
景
観
形
成
や
文
化
の
伝
承

憩
い
や
安
ら
ぎ
の
場
の
提
供

地
域
用
水
の
維
持
管
理

生
態
系
配
慮
施
設
の
適
正
管
理
、

放
流
・
植
栽
を
通
じ
た
在
来
生
物
の
育
成

生
物
多
様
性
の
回
復
・
維
持

自
然
環
境
の
保
全

農
村
環
境
の
保
全
・
向
上

地
域
住
民
と
の
交
流
活
動
、

学
校
教
育
と
の
連
携

学
習
の
場
の
提
供

自
然
環
境
に
対
す
る
意
識
の
向
上

循
環

か
ん
が

い
、
非

か
ん
が

い
期

の
通

水
、

水
田

の
排

水
(濁

水
)管

理
、

グ
リ
ー
ン
ベ
ル

ト
の

適
正

管
理

水
質
の
維
持
・
改
善

多
面
的
機
能
の
発
揮

外
来
種
の
駆
除

生
物
生
息
環
境
の
維
持
・
保
全

環
境
保
全
型
農
業
や

ブ
ラ
ン
ド
化
等
の
推
進

転
作
水
田
等
の
水
張
り
、

水
源
か
ん
養
林
の
保
全

地
下
水
か
ん
養

河
川
の
流
況
安
定

生
物
調
査
、
希
少
種
の
監
視

生
物
の
生
息
状
況
の
把
握

水
田
の
雨
水
貯
留
機
能
の
向
上
の
た
め
の

畦
畔
の
嵩
上
げ
等

水
田
の
貯
水
容
積
の
増
加
に
よ
る

大
雨
時
の
雨
水
貯
留
（
排
水
調
整
)

洪
水
防
止
・
軽
減

自
然
災
害
等
の
防
災
・
減
災

洪
水
前
の

た
め
池
の
ゲ
ー
ト
等
の
操
作
や

排
水

ポ
ン
プ
の

稼
動

た
め
池
の
雨
水
貯
留
容
量
の
増
大

施
設
の
維
持
管
理
費
の
低
減

鳥
獣
被
害
防
止
施
設
の
設
置
・
補
修

鳥
獣
被
害
の
防
止
・
軽
減

生
活
環
境
の
保
全
・
向
上

農
業
用
施
設
の
機
能
増
進

6
次
産
業
化
の
推
進

施
設
の
補
修
・
更
新

施
設
の
機
能
回
復

補
修
技
術
の
向
上

軽
微
な
補
修

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
集
積

担
い
手
の
育
成
・
確
保

施
設
の
機
能
診
断

集
落
営
農
組
織
化
の
推
進

漏
水
事
故
・
溢
水
被
害
・
通
行
障
害
等

の
未
然
防
止

異
常
気
象
後
の
応
急
措
置

被
災
施
設
の
早
期
復
旧

二
次
災
害
の
防
止

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
抑
制

農
業
の
継
続

地
域
資
源
の
保
全
管
理

遊
休
農
地
の
有
効
活
用

特
産
物
の
振
興

地
域
資
源
の
保
全
に
関
す
る

話
し
合
い
・
研
修
等

関
係
者
の
情
報
や
知
識
の

共
有
・
合
意
形
成

施
設
の
管
理
体
制
の

強
化
・
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

構
造
改
革
の
後
押
し
等
地
域
農
業
へ
の
貢
献

病
害
虫
の
発
生
抑
制

担
い
手
の
負
担
軽
減

施
設
の
点
検

施
設
の
機
能
維
持

災
害
後
の
早
期
営
農
再
開

異
常
気
象
後
の
見
回
り
・
点
検

農
業
の
持
続
的
な
発
展

営
農
の
作
業
効
率
・
安
全
性
の
確
保

水
路
・
農
道
・
た
め
池
の
草
刈
・
泥
上
げ

イ
ン
プ
ッ
ト

活
動

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

ア
ウ
ト
カ
ム

イ
ン
パ

ク
ト

投
入
す
る
資
源

共
同
活
動

活
動
に
よ
る
結
果

成
果

社
会
へ
の
影
響

農
業
者
／
非
農

業
者

農
地
／
水
路
／

農
道
／
た
め
池

交
付
金

農
地
法
面
等
の
草
刈
・
害
虫
駆
除

＜
評

価
の

視
点

＞
地

域
資

源
の

保
全

管
理

農
村

環
境

の
保

全
・
向

上

農
業

用
施

設
の

機
能

増
進

農
村

地
域

の
活

性
化

構
造

改
革

の
後

押
し
等

地
域

農
業

へ
の

貢
献

自
然

災
害
等
の
防
災
・
減
災
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A

B C D E F

波
及
的
効
果
が

発
現

し
て
い
る
事

例

阿
武

町
阿

武
地
域

広
域
協
定
運

営

委
員

会
（
山
口
県

阿
武
町
）

地
域
の
話
し
合
い
か
ら
、
構
成
員

の
農
事
組
合
法
人
で
障
害
者
の
就

労
の

場
を
作

り
、
新

た
な
担

い
手

を

確
保

す
る
農

福
連

携
の

取
組

が
進

ん
だ
。

B 正
明

寺
地

域
資
源

保
全
会
（
新

潟

県
佐

渡
市

）

生
き
物
調
査
で
知
識
を
習
得
し
た

農
業
者
が
観
光
客
向
け
の
ガ
イ
ド
を

行
い
、
ト
キ
と
生
き
も
の
を
守
る
農
法

を
説

明
し
、
農

村
環

境
を
P
R
。

D 玉
城

地
域

農
地
・
水
・
環
境
保

全
管

理
協

定
運

営
委
員

会
（
沖
縄
県

南

城
市

）

空
心
菜
の
水
耕
栽
培
で
水
質
改

善
を
図

る
と
と
も
に
、
空

心
菜

の
収

穫
祭

を
開

く
こ
と
で
地

域
の

交
流

が

活
性
化
。

F門
前

地
域

資
源
保

全
活
動
組
織

（
茨

城
県

稲
敷
市

）

補
修

・
更

新
を
直

営
施

工
で
行

う
こ

と
で
、
特
別
天
然
記
念
物
オ
オ
ヒ
シ

ク
イ
の

飛
来

状
況

に
配

慮
し
た
工

事

が
実
現
。

C N
P
O
法

人
メ
ダ
カ
の
コ
タ
ロ
ー
劇

団

（
兵

庫
県

）

農
村

環
境

学
習

に
取

り
組

む
劇

団
が
、
地
域
資
源
の
保
全
活
動
に

参
加

し
た
こ
と
で
、
農

村
環

境
保

全

に
関

す
る
の

知
見

を
更

に
深

め
、

子
ど
も
に
伝

え
る
演

目
の

充
実

や
、

新
し
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

誕
生

に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

E近
藤

沼
環

境
保
全

協
議
会
（
群

馬

県
館

林
市

）

除
草

や
植

栽
活

動
に
よ
っ
て
水

路

周
辺

が
綺

麗
に
な
り
、
散

歩
コ
ー
ス

に
な
る
ほ

ど
地

域
住

民
の

注
目

を

集
め
て
い
る
。

A

8

A

統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
評
価
を
最
優
先
し
、
次
い
で
都
道
府
県
中
間
評
価
の
結
果
を
優
先
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
指
標
が
な
い
場
合
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
等
を
総
合
的
に
評
価
し
て
枠
線
を
設
定
。

（
※

統
計
デ
ー
タ
に
よ
る
評
価
は
、
効
果
が
確
実
に
現
れ
て
い
る
と
判
断
し
、
ａ
判
定
と
し
た
）

（
１
）
活

動
～

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
２
）
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
～

ア
ウ
ト
カ
ム

枠 線

農
地

維
持

支
払

資
源

向
上

支
払

（
共
同

活
動

）

資
源

向
上

支
払

（
長
寿

命
化

）

接 続 線

直
接

的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

間
接

的
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト

（
緑

色
細

枠
）

（
橙

色
細

枠
）

（
青

色
細

枠
）

発
現

状
況

の
判

定
の

考
え
方

枠
線

接
続

線

ａ
：
取

組
組

織
の

８
割

程
度
以

上
で

効
果

が
発

現
し

て
い

る
、

又
は
、

発
現

が
見
込

ま
れ
る

ｂ
：
取

組
組

織
の

５
割

程
度
以

上
８

割
程

度
未
満

で
効
果

が
発

現
し
て

い
る

、
又
は

、
発
現

が
見

込
ま
れ

る

ｃ
：
取

組
組

織
の

２
割

程
度
以

上
５

割
程

度
未
満

で
効
果

が
発

現
し
て

い
る

、
又
は

、
発
現

が
見

込
ま
れ

る

ｄ
：
取

組
組

織
の

２
割

程
度
未

満
で
効
果

が
発

現
し

て
い

る
、

又
は
、

発
現

が
見
込

ま
れ
る

デ
ー
タ
不
足

（
赤
色
太
枠
）

（
赤
色
枠
）

（
黒
色
枠
）

（
黒
色
細
枠
）

（
灰
色
枠

）

凡
例

向
道

環
境

保
全
会

（
山
口
県
周

南

市
） 棚
田

法
面

の
草

刈
を
省

力
化

す
る

た
め
に
植

栽
し
た
シ
バ

ザ
ク
ラ
が

観

光
客

を
呼

び
、
こ
れ

を
契

機
に
農

産

物
の

加
工

グ
ル

ー
プ
が

設
立

。

G

G G

別
添

資
料

多
面

的
機

能
支

払
交

付
金

に
関

す
る
ロ
ジ
ッ
ク
モ
デ
ル
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•
•
•

1,8,10,11

•
6

•
•
•

4,5,12,13

•
•

14

•
•

•
• 15 17,19 21,25

•
24

•
•
•

22,23

•
•
•
•
•
•

1 3,9,21

•
6

•
•

10 12

•
•

•
•

13 15,17,18,20

•
•
•
•
•

3 5,14,15

•
•
•

13,16,18

•
•
•

19 21

•
•

18

•
16

•
•
•

2,3,7,8,9 •
•
•

4,5,7

•
19

•
•
•
•

1,6,11,12

•
•

11,12

•
•
•
•
•
•

2,7 10,19
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